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第１章 はじめに 

 

第１節 ラフカディオ・ハーンについて 

 

 ラフカディオ・ハーン（Lafcadio Hearn、1896 年に日本に帰化し「小泉八雲」と名乗る）

は、1850年にギリシャのレフカダ島で生まれる。イギリスなどで幼少期・青年期を過ごし、

1869 年、19歳で単身渡米、シンシナティやニューオーリンズなどで主に新聞記者・ジャー

ナリストとして生活した。1884 年、ニューオーリンズで万国博覧会が開かれた際、ハーン

は日本館の展示に非常に大きな関心を持ち、熱心に取材を行った。これが、ハーンが日本と

いう国を意識した出来事の一つである。そして 1890 年、40 歳のとき、当時契約を結んでい

たハーパー社の記者として来日を果たすことになる。横浜にしばらく滞在したあと、松江で

島根県尋常中学校・尋常師範学校、熊本で第五高等中学校の英語教師となる。神戸でジャパ

ン・クロニクル社に勤めたのち、1896 年、東京へ転居し、帝国大学文科大学の外国人教師

として英文学などを講じる（1903 年まで）。ハーンは 1904 年、54歳で亡くなるが、14 年間

の日本時代に、日本文化に関係する著書を計 12 作品出版し、欧米圏に日本文化を広く紹介

した。 

 

 

第２節 “Glimpses of Unfamiliar Japan”について 

 

 本論で取り上げる“Glimpses of Unfamiliar Japan”（1894、以下原則「Glimpses」と省

略する）は、ハーンの来日後の第一作で、来日直後の日本に対する新鮮な印象がつづられた

長大なエッセイである。 

内容について確認する前に、書誌情報を整理しておきたい。まず Glimpses の全体的な日

本語訳には、平井呈一（1902-1976、翻訳家）によるものと、池田雅之（1946-、比較文学者）

によるものが存在する。具体的には以下の通りである。 

 

・平井呈一訳 …『全訳小泉八雲作品集』第５巻・第６巻（恒文社、1964） 

        『日本瞥見記（上）』『日本瞥見記（下）』（恒文社、1975） 

・池田雅之訳 …『新編日本の面影』（角川ソフィア文庫、2000） 

        『新編日本の面影Ⅱ』（角川ソフィア文庫、2015） 

 

平井氏は、Glimpses を含めたラフカディオ・ハーンのすべての著作の翻訳を行った。上

記の『日本瞥見記（上）』『日本瞥見記（下）』は、『全訳小泉八雲作品集』第５巻・第６巻と

ほぼ同内容のソフトカバー版である。 

一方池田氏は、早稲田大学名誉教授で、小泉八雲研究を長年リードしてきた比較文学者で

ありながら、上記の文庫本は彼が編者として Glimpsesの特定の章を恣意的に選んだ「抄訳

（アンソロジー）」であるとともに、本文の読みやすさを重視しているためか、形式段落を

分けるなどの意図的な改変が見られる。さらに、書名の『日本の面影』であるが、原題を直
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訳すれば「よく知られていない日本をちらっと見た（瞥見した）こと」であり、ハーンがつ

けたタイトルの意味はほとんど読み取れない。また、池田氏が翻訳に採用した章は「外国人

が日本のことを褒め称えた、日本のすばらしさを発見した」と読めてしまうエピソードがほ

とんどで、Glimpsesに込められた様々な情報が欠落している。 

さて、話題が逸れてしまったが、この「欠落した情報」に「来日直後のハーンにとっての

仏教」も含まれているのである。池田訳は手に取りやすく、読みやすく洗練された日本語で

書かれているが、この２冊のみでは、たとえば「ハーンが来日時により強い興味を持ってい

たのは神道ではなく仏教だったのではないか」などの考察は不可能なのである。本論では、

あくまでもハーンの本文に立ち戻りながら考察を進めていきたい。 

 Glimpses は 1894 年に熊本で書かれた。ハーンは 1890 年４月に来日し、横浜周辺での生

活を経て、同年９月に英語教師として島根県の松江に赴任する。同書には、松江での生活や

思索したこと、外国人として初めて本殿への参拝が許された出雲大社での経験などが詳細

に記されている。そして、松江を去り熊本へ向かう一日の様子を描いた Chapter27. 

Sayonara! でこの作品は結ばれる。ほとんどが松江時代の記録だが、Chapter1から Chapter6

までは、来日直後・横浜時代・松江に向かう道中のことが述べられている点も重要である。 

 Glimpses は、目次からおおよその内容が推測できるので、以下にそれを示す。なお、日

本語訳は平井呈一による。 

 

   Glimpses of Unfamiliar Japan  日本瞥見記 

   Preface     はしがき 

第１章  My First Day in the Orient      極東第一日 

第２章  The Writing of Kobodaishi      弘法大師の書 

第３章  Jizo     地蔵 

第４章  A Pilgrimage to Enoshima      江の島行脚 

第５章  At the Market of the Dead      盆市で 

第６章  Bon-Odori        盆おどり 

第７章  The Chief City of the Province of the Gods 神々の国の首都 

第８章  Kitzuki:The Most Ancient Shrine in Japan  杵築―日本最古の神社 

第９章  In the Cave of the Children’s Ghosts    潜戸――子供の亡霊岩屋 

第１０章 At Mionoseki       美保の関 

第１１章 Notes on Kitzuki       杵築雑記 

第１２章 At Hinomisaki    日ノ御碕 

第１３章 Shinju     心中 

第１４章 Yaegaki-Jinja    八重垣神社 

第１５章 Kitsune     キツネ 

第１６章 In a Japanese Garden   日本の庭 

第１７章 The Household Shrine   家庭の祭壇 
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第１８章 Of Women’s Hair       女の髪 

第１９章 From the Diary of an English Teacher 英語教師の日記から 

第２０章 Two Strange Festivals   二つの珍しい祭日 

第２１章 By the Japanese Sea       日本海に沿うて 

第２２章 Of a Dancing-Girl       舞妓 

第２３章 From Hoki to Oki       伯耆から隠岐へ 

第２４章 Of Souls        魂について 

第２５章 Of Ghosts and Goblins   幽霊と化けもの 

第２６章 The Japanese Smile    日本人の微笑 

第２７章 Sayonara!     さようなら 

 

 

第３節 研究の動機 

 

筆者は「ラフカディオ・ハーンと『古事記』」というテーマで修士論文の執筆に取り組ん

でいる。ハーンの作品で『古事記』に関係する記述が多く含まれているのが、来日後の第一

作である Glimpses of Unfamiliar Japan（1894、邦題『日本瞥見記』『知られぬ日本の面影』

など）と Japan: an Attempt at Interpretation（1904、邦題『日本：一つの試論』『日本：

一つの解明』『神国日本』など）の２つである（遠田勝「古事記」『小泉八雲事典』、2000）。

ハーンは来日以前に、イギリス人言語学者・日本研究者であるバジル・ホール・チェンバレ

ン（Bazil Hall Chamberlain、1850-1935）による『英訳古事記』（KO-JI-KI, Records of 

Ancient Matters, 1882）を読んでおり、大きな興味・関心を持ったとされる。来日後、「古

事記神話の聖地」である松江に流れ着いたハーンは、「古き良き日本の姿」や「古事記神話

や神道の考え方を受容している人々」を見て、興奮したに違いない。その証拠に、Glimpses

の Chapter7以降、すなわち松江での生活の記述が始まると、『古事記』や神道に関係する記

述が増加する。修士論文執筆の都合上、その Chapter7以降を優先的に読んでしまっていた

が、今回「仏教」に注目して Glimpsesを再読したところ、関係する記述が Chapter6以前に

非常に多く登場することを改めて認識できた。松江での生活が始まる前の Chapter6以前は

「仏教」、始まった後の Chapter7以降は「神道」と、重きをおかれて言及される宗教がはっ

きりと異なるのである。 

ハーンは事実上の遺作である Japan: an Attempt at Interpretation で「日本文化のあ

らゆる基礎には神道がある」と主張した。Glimpsesでも松江や出雲のエピソードが有名で、

ハーンの作品において神道のイメージが強いのは確かであろう。しかし、たとえば彼は

Gleanings in Buddha-Fields（1897、邦題『仏の畑の落穂』『仏国土拾遺』など）で、日本

の仏教説話について言及したり、「涅槃」について考察したりしている。ハーンは松江での

生活以降も仏教を無視しているわけではないのだ。 

では、来日後の作品で最初に「仏教」について述べられているのはどの部分か。それがま

さに Glimpses 冒頭の Preface なのである。ハーンは Chapter7 以降に熱心に言及する「神
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道」よりも前に「仏教（Buddhism）」という語を用いて Preface を書き上げている。 

本論では、Preface を「仏教」に注目しながら精読していく。特に、Glimpses のテーマが

書かれていると思われる第１・２段落、仏教についての言及が多い第３段落を中心に読解と

考察を行う。 

 

 

第２章 “Glimpses of Unfamiliar Japan” Prefaceの読解 

 

第１節 Preface の読解にあたって 

 

 上述の目次から分かる通り、Glimpses にはそれ以降の内容からは独立した Preface が存

在する。この Prefaceは、「はしがき（平井訳）」「はじめに（池田訳）」「まえがき」のよう

な訳が適当だろう。Preface の末尾には、「L.H. KUMAMOTO, KYUSHU, JAPAN, May, 1894.

（平井・池田ともに「一八九四年五月 日本 九州 熊本にて ラフカディオ・ハーン」と

訳す）」とこの文章が書かれた具体的な年月が記されているが、これが Glimpsesという大著

の執筆前に書かれたのか、完成後に書かれたのか、つまり、Preface という短文が Glimpses

の執筆作業において、具体的にどの段階で書かれたものかは、この部分だけでは分からない。

しかし、精読の結果、この問題に対する一つの解答が得られた。本章第３節の１の末尾で詳

述する。 

 さて、Glimpses にはいわゆる「あとがき」が存在しない。これがハーンの著作の特徴な

のか、この時代の西洋人評論家の一般的な書き方なのか、といった問題はここでは措くが、

いずれにしても、第１章から第 27 章までの本論と次元が異なる情報は Prefaceのみであり、

この文章の異質性が際立つ。末尾に執筆年月が記されていることや、「あとがき」にあたる

文章がないことから、筆者は、この部分に Glimpses 全体を代表するハーンの考えが含まれ

ているのではないかと考えた。 

では、資料を用いて「ハーンによる本文」「平井呈一訳」「池田雅之訳」の３つを対照させ

ながら、「仏教」に注目しつつ Prefaceを講読していく。 

 

 

第２節 第１・２段落 ―― ミットフォード“Tales of Old Japan”の引用と意義 

 

 Glimpses の Preface は、イギリス人外交官であったアルジャーノン・バートラム・フリ

ーマン＝ミットフォード（Algernon Bertram Freeman-Mitford、1837-1916）の Tales of Old 

Japan（『古い日本の物語』、1888）の引用から始まる（注１）。ミットフォードは、アーネスト・

サトウ（Sir Ernest Mason Satow、1843-1929）と同時期に日本に滞在し、幕末から明治時

代初期までの変化期の日本を「外交官」として生きた人物である（具体的には 1866年 10 月

から 1870 年 1 月まで滞在した）。そのミットフォードが帰国後に著したのが Tales of Old 

Japan で、この書物には The Forty-seven Ronins のエピソードや Harakiri についての考察

が書かれており、西洋に「赤穂事件」や日本の「切腹」の文化を紹介した本として知られて
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いる。 

 さて、Prefaceは「In the Introduction to his charming "Tales of Old Japan," Mr. 

Mitford wrote in 1871:」という表現から始まる。ここに「Introduction」という語があ

り、平井・池田両氏ともに「序文」と訳しているのだが、これは誤りを含む表現であること

が分かった。というのも、ハーンが引用したこのミットフォードの文は、Tales of Old Japan

の Preface（「Introduction」という表記ではなかった）には存在しなかったからである（注

２）。Tales of Old Japan には Preface の後に The Forty-seven Ronins の章がある。その章

の最初にこの引用文があるのだ。つまり、ミットフォードにとって、ハーンが引用した文章

は、Tales of Old Japan の序文ではなく、「赤穂事件」のエピソードの導入だったわけであ

る。 

 となると、これは訳者の問題というよりも、ハーンの記憶違いによる問題と言えそうであ

る。The Forty-seven Ronins の最初の文章を、「the Introduction to his charming "Tales 

of Old Japan"」と表現するのはやはり誤っている。繰り返しになるが、これは Glimpsesの

冒頭の情報である。書きはじめにはどのような著者も気を遣うはずだが、ハーンは書誌情報

の扱いも含めて、細かい事実の確認にあまり意識を向けないところがあるようだ。 

 

（注１）ミットフォードの Tales of Old Japan は、ハーンの蔵書として富山大学附属図書

館「ヘルン文庫」に保管されている。目録を確認したところ、全 2435 点のうち「VI. 

ORIENTALIA（東洋）」の「1. JAPAN（日本）」という分類の 972番であった。以下、書誌

情報を転記する。 

[972]  

Mitford, A. B.  

Tales of old Japan / by A. B. Mitford. - London: Macmillan, 1888. xii,383 p.; 

19 cm. - (Macmillan's colonial library)  

 

（注２）Tales of Old Japan は、「Internet Archive: Digital Library of Free & Borrowable 

Books, Movies, Music & Wayback Machine」を利用し、デジタル化された同書でその記

述を確認した。 

 

ハーンはミットフォードの作品から、西洋人の多くが理解できないという「the inner 

life of the Japanese」（池田訳「日本人の内なる生活」）、すなわち「their religion, their 

superstitions, their ways of thought, the hidden springs by which they move」（池

田訳「日本人の宗教、迷信、思考様式、彼らを突き動かす隠れた原動力」）を引用し、自ら

はそれを観察することができたとする。第２段落の第１文を引用してみよう。 

 

This invisible life referred to by Mr. Mitford is the Unfamiliar Japan of which I 

have been able to obtain a few glimpses. （傍線部は筆者が付した。これ以降、引用文

中の傍線部や記号は筆者が付したものとする） 

（平井訳）ミットフォード氏が言及したこの日本人の精神生活こそは、わたくしがこんにち

千葉大学大学院人文公共学府　研究プロジェクト報告書　第382集　pp. 72-96　2024年 
『文学に織り込まれた仏教のことば』

https://archive.org/search?query=Tales+of+Old+Japan
https://archive.org/search?query=Tales+of+Old+Japan


 

- 78 - 

 

までに、多少なりともその片鱗をとらえることのできた、いわゆる「世界に知られざる

日本」である。 

（池田訳）ミットフォード氏が言及する日本人の生活こそ、私がわずかながら垣間みること

のできた、「知られざる日本」の姿である。 

 

ハーンは、ミットフォードの「the inner life of the Japanese」を「this invisible 

life」と言い換え、ハーン独自の語句「the Unfamiliar Japan」と「a few glimpses」を無

理なく導入する。まさにこれが Glimpses of Unfamiliar Japanという書名の由来である。

書名がその本のテーマを示している、という多少強引な考え方をすれば、ハーンの Glimpses

における主題は「日本人の宗教などの内面生活」であるということができるだろう。 

 ハーンはミットフォードの Tales of Old Japan の一節を引用することで、Glimpses of 

Unfamiliar Japan という書名の由来を説明したのである。 

 

 

第３節 第３段落 ―― Preface における「仏教（Buddhism）」 

 

１．第１文の読解 

 

 前節では Preface の第１・２段落を精読し、Glimpses のテーマが「日本人の宗教などの

内面生活」なのではないか、という考察を行った。そして、第３段落は次の一文で始まる。 

 

 The popular religious ideas―especially the ideas derived from Buddhism―and the 

curious superstitions touched upon in these sketches are little shared by the 

educated classes of New Japan.  

 

 傍線部で示した通り、ここで初めて「Buddhism（仏教）」という語が登場する。この文を

平井・池田両氏は次のように訳している。 

 

（平井訳）日本の民間信仰――ことに仏教に由来する宗教観念、つまり本書のなかで触れて

おいたような、世にも珍奇な迷信は、これは新しい日本の知識階級のあいだではほとん

ど信じられていない。 

（池田訳）本文で触れているような、日本の民間信仰、とりわけ仏教から派生した考え方や、

珍しい迷信などは、新しい日本の知識階級にはほとんど受け入れられていない。 

 

分析すると両氏の解釈は一致していないことが分かる。平井氏は「日本の民間信仰」の一

つに「仏教から派生した考え方」があり、「つまり」を用いて、それを「世にも珍奇な迷信」

と言い換えている。それに対して、池田氏の訳では「日本の民間信仰」「仏教から派生した

考え方」「珍しい迷信」の３つの情報の関係があいまいで、「日本の民間信仰」のなかに「仏

教から派生した考え方」と「珍しい迷信」が含まれているとも読める。 
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最も大きな問題は、「touched upon in these sketches（本書のなかで触れておいたよう

な、本文で触れているような）」が修飾する情報についてである。平井氏は「世にも珍奇な

迷信」を修飾させている。池田氏の訳では、前述の通り、修飾される情報となりうる３つの

語句の関係があいまいで断定ができない。 

 では、どのように解釈するのが適切なのか。改めてハーンの文を示す。 

 

 The popular religious ideas（―especially the ideas derived from Buddhism―）and 

the curious superstitions（touched upon in these sketches）are little shared by 

the educated classes of New Japan. 

 

 まず、ダッシュ（―）に挟まれた情報は、その直前の情報の補足・言い換えであることが

多い。今回はどちらにも ideas が含まれており、especially もあることから、平井訳「日

本の民間信仰――ことに仏教に由来する宗教観念」という解釈が適切であると判断する。 

 次に「the curious superstitions（世にも珍奇な迷信、珍しい迷信）」だが、ダッシュか

ら外されていること、等位接続詞 and があることから、これが「The popular religious 

ideas（日本の民間信仰）」と並立して述べられた情報であると判断する。平井訳は「つまり」

を用いて、この２つの情報が言い換え・同じの意味の情報としていた。これは誤りではなか

ろうか。「The popular religious ideas」の訳は「日本の民間信仰」でよいのかなどの問題

はあるが、それはここで割愛する。 

 以上のように考えれば、「touched upon in these sketches」は、２つの主部「The popular 

religious ideas」と「the curious superstitions」を修飾しており、are 以下が述部であ

ると考えることができる。整理すると、以下のようになる。 

 

 The popular religious ideas（主部①） 

―especially the ideas derived from Buddhism―（主部①の補足） 

and（主部①と主部②を並立して接続） 

the curious superstitions（主部②） 

touched upon in these sketches（主部①と主部②を修飾） 

are little shared by the educated classes of New Japan. （述部） 

 

第１文は池田訳を書き換え、「本文で触れているような、日本の民間信仰――とりわけ仏

教から派生した考え方――や、珍しい迷信は、新しい日本の知識階級にはほとんど受け入れ

られていない。」と訳すことにする。この文から分かるのは、この部分で、ハーンは「本文

（these sketches）」すなわち Glimpsesの本文において、「日本の民間信仰――とりわけ仏

教から派生した考え方――」と「（日本の）珍しい迷信」を取り上げていることを宣言して

いるということである。 

このことから、本章第１節で言及した「Glimpses の Preface はいつ書かれたのか」とい

う問題に対して一つの解答を示すことができる。おそらくハーンは、Glimpses の本文をす

べて書き終えた後、少なくともそれに近い状況で Prefaceを執筆したのだろう。「these（こ
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れらの）sketches」という表現から、筆者は、ハーンが Glimpses の完成原稿を前にして

Prefaceを書いている姿を想像する。事実、Chapter1 から Chapter27には、たくさんの「the 

popular religious ideas―especially the ideas derived from Buddhism―」と「the 

curious superstitions」が収められている。それが分かっていなければ、この第１文は書

けないだろう。「touched upon」という表現も、以上の考察に確実性を加えているように思

われる。 

 

 

２．第２文以降の読解 

 

 さて、第１文の精読の結果、Preface および Glimpses 全体における「仏教」は「民間信

仰」に付属する概念であることが考察できた。筆者は Glimpsesを通読しているが、本書に

おいてハーンが記述しているのは、「仏教の教えそのもの」についてというよりも、第１文

にある通り、「仏教の教えから派生した（民間）信仰」についてであった。 

 それが書かれている部分としてまず挙げられるのが、冒頭の６章であろう。これらの内容

については論旨から外れるため詳述しないが、一例として、Chapter1. My First Day in the 

Orient における、来日直後のハーンが人力車に乗って複数の仏教寺院を訪れるエピソード

が挙げられる。Chapter1 の第６節には「“Tera e yuke!”」や「I want to visit a Buddhist 

temple.」など、ハーンが仏教寺院に興味を持っていることが分かる表現が見られる。また、

それぞれの寺院で出会った人やものを丁寧に描写したり、僧侶たちと仏教について対話し

たことを記録したりと、Chapter1 は、来日直後のハーンが仏教に関係する様々な事象に興

味を抱いていたことを示す章と見ることもできる。 

 話題を戻すが、そもそも第３段落の第１文の内容は、「仏教に由来するような民間信仰」

や「迷信」が近代日本の知識人にはほとんど受け入れられていないというものであった。ハ

ーンは第３段落全体を通して、この情報を補足し発展させている。第２文以降、注目すべき

文をピックアップし、考察を深める。 

 

〈第５文〉 

For him, superstitions are simply superstitions; their relation to the emotional 

nature of the people interests him not at all. 

（平井訳）かれらにとっては、迷信はたんに迷信なのであって、迷信と国民情操の関連性な

どということは、いっこうに興味のないことなのである。 

（池田訳）彼らにとって、迷信はただの迷信でしかないのだ。迷信と日本人の情緒との関連

性などに至っては、まったくもって興味の対象外である。 

 

 ここでの「かれら・彼ら」は「近代日本の知識人」を指すが、この一文をもって、第２文

から第４文までの具体情報がまとめられる。注目すべきは、第１文にあった「民間信仰」と

「仏教」の語が消え、「迷信（superstition）」のみが取り上げられていることである。平井

氏は、この部分から「迷信」が他の２語と比較してより抽象的な概念であると判断し、第１
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文を前述のように訳したのではないだろうか。 

 

〈第６文〉 

And this not only because he thoroughly understands that people, but because the 

class to which he belongs is still unreasoningly, though quite naturally, ashamed 

of its older beliefs. 

（平井訳）しかも、このことは、かれらが自国の国民というものを、手の裏まで知りつくし

ているからというためばかりではなく、かれらの所属している上層知識階級が、今もな

お理くつなしに、ただもう自分の国の古い信仰は恥ずべきものだと思いこんでいるこ

とに起因しているのである。 

（池田訳）それというのも、日本人がみずからを徹底して理解しているからというだけでな

く、その知識階級が、きわめて当然のこととはいえ、いまだに訳もなく、自分たちの古

い信仰を恥じているせいでもある。 

 

 この文は、第５文以前の記述の理由を説明している点で、内容の性質が異なる。池田氏は

現代語訳にあたってこの部分で形式段落を分け、それを分かりやすく示している。「迷信

（superstition）」と限定されていた情報が「古い信仰（older beliefs）」と言い換えられ、

意味の幅が広がっていることを意識したい。 

 

〈第７文〉 

Most of us who now call ourselves agnostics can recollect the feelings with which, 

in the period of our fresh emancipation from a faith far more irrational than 

Buddhism, we looked back upon the gloomy theology of our fathers. 

（平井訳）もっとも、これはしかし考えてみればむりもないことで、われわれ西欧人にして

も、こんにち、その大多数は、人間の知識などというものは絶対なものではない、おれ

たちは不可知論者だ、などといって空うそぶいているけれども、そのわれわれが、あの

仏教なんぞよりはるかに不条理きわまる、古い信仰から新しく解放された時には、われ

人ともに、自分たちの先祖の蒙昧暗愚な神学をふりかえってみて、うたた感慨なきをえ

なかったことを思い起すことができる。 

（池田訳）人間の知識を絶対視しない不可知論者を自称するほとんどの西洋人なら、仏教よ

りも遥かに不合理な信仰から解放され、われらが先祖の暗澹たる神学を振り返ったと

きの感情を思い出してみればよかろう。 

 

 この文でハーンは、明示してはいないが「キリスト教」を批判している。同じ「宗教」で

あることを利用して「仏教」を取り上げているのである。 

 

〈第８文〉 

Intellectual Japan has become agnostic within only a few decades; and the 

suddenness of this mental revolution sufficiently explains the principal, though 
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not perhaps all the causes of the present attitude of the superior class toward 

Buddhism. 

（平井訳）ところで、日本の知識人は、ほんのここ二、三十年のあいだに不可知論者になっ

たのである。この精神的進歩のあわただしさ、これがそもそも、日本の知識階級の仏教

に対する態度の、まさか全部とはいえないまでも、すくなくとも主要な原因を解明して

あまりあるものであろう。 

（池田訳）知性ある日本は、このたった二、三十年の間に不可知論を唱えるようになった。

このように精神的な変革が急激に行われたことが、今の上流階級の仏教に対する態度

の原因のすべてである、とまでは言わないまでも、主要な原因の説明にはなるのではな

かろうか。 

 

 第７文・第８文を通して、ハーンは、西洋と日本を対比することで、近代日本の知識階級

が仏教を忌避する理由を論じている。その論理は以下の通りである。 

西洋人のほとんどは「不可知論者（agnostics、人間には知ることのできない領域が存在

すると考える人々）」である。そのような西洋の不可知論者は、キリスト教が不合理である

ことを理解している。それに対して、日本人は近代化によって「精神的な変革が急激に行わ

れた」ため、知識階級を中心に不可知論者が急速に誕生した。そのような（早熟な）日本の

不可知論者は、西洋におけるキリスト教と同じように、仏教を不合理なものとして処理しよ

うとしている。ただし仏教はキリスト教と比べて「はるかに不合理」ではないため、西洋に

おけるキリスト教ほどに排除する必要はない。 

 

 

３．まとめ 

 

 第３段落の最終文である第９文には、「迷信（superstition）」が再び登場する。このこと

から推測できるのは、おそらくハーンは「民間信仰」「仏教」「迷信」の語の使い分けをそれ

ほど厳密には行っていなかったのではないか、ということである。 

そもそも、これら３つの情報を意識的に取り上げたのは、本研究プロジェクトのテーマに

基づき、「仏教」に注目して Glimpsesの Preface を読もうとしたためであった。Prefaceに

おいて「仏教（Buddhism）」の語が初めて登場するのが第３段落の第１文であり、それを分

析した結果が、前述の使い分けの考察（「日本の民間信仰――とりわけ仏教から派生した考

え方――」と「（日本の）珍しい迷信」）だったのだ。しかし実際のところ、多く用いられる

のは「迷信」で、「仏教」は「民間信仰」に影響を与えたものというよりも、キリスト教と

対比される宗教として援用された。 

 では、この章で行った読解・考察に意味はなかったのか。そうではないだろう。あくまで

もこの使い分けが不安定だったのは Preface のなかだけのことであり、Glimpses 全体の読

解にあたって、「日本の民間信仰――とりわけ仏教から派生した考え方――」と「（日本の）

珍しい迷信」という分類の視点は有用であると思われる。 

 第４段落・第５段落は仏教に関係する情報がほとんど見られない。はっきりと分かるのは、
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以下に示した第４段落第２文の一部くらいである。そのため本稿では割愛するが、必ず読

解・考察しなければならない部分であり、今後の課題とする。 

 

It is to be found among the great common people, who represent in Japan, as in all 

countries, the national virtues, and who still cling to their delightful old 

customs, their picturesque dresses, their Buddhist images, their household shrines, 

their beautiful and touching worship of ancestors. 

（平井訳）これはどこの国でも同じことだが、日本のうちでも、この国の国民的美徳を代表

している一般大衆――つまり、こんにちなお自分たちの固有の美しい習俗になずみ、絵

のように美しい着物を身にまとい、そして仏の御身影やら神ぜせりに、かれら固有の、

あわれにも麗しい祖先崇拝の心を牢として固く守りつづけている大衆のなかに、それ

は見いだされるのである。 

（池田訳）どこの国でもそうであるように、その国の美徳を代表している庶民の中にこそ、

その魅力は存在するのである。その魅力は、喜ばしい昔ながらの慣習、絵のようなあで

やかな着物、仏壇や神棚、さらには美しく心温まる先祖崇拝を今なお守っている大衆の

中にこそ、見出すことができる。 

 

 

第４章 おわりに 

 

第１節 第６段落の現代語訳 

 

 資料で示した通り、Preface の第６段落について、平井・池田両氏ともに翻訳を行ってい

ない。ここではその現代語訳を試みる。第６段落は以下の２文からなる Glimpsesの「書誌

情報」である。 

 

Of the twenty-seven sketches composing these volumes, four were originally 

purchased by various newspaper syndicates, and reappear in a considerably altered 

form, and six were published in the "Atlantic Monthly" (1891-93). The remainder, 

forming the bulk of the work, are new. 

 

（筆者訳）これらの巻（上下２巻）を構成する 27の短編（27 章）のうち、４つはもともと

様々な新聞雑誌連盟に購入されたもので、（それに）かなり変更を加えた形で再び収録

する。そして６つは、1891 年から 1893 年までの間に「アトランティック・マンスリー

誌」で発表されたものである。この本の大半を構成しているその他（17 の短編）は新

たな書き下ろしである。 

 

「様々な新聞雑誌連盟（various newspaper syndicates）」については、当時の出版事情

を知るためにもさらなる調査が必要で、結果としてその４章がどの章なのか明らかにでき
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る可能性がある。 

 一方、「アトランティック・マンスリー誌（the "Atlantic Monthly"）」は、1857年、ア

メリカのボストンで創刊された歴史のある雑誌である。2004 年に「アトランティック誌（the 

Atlantic magazine）」と改名されたが、公式サイトのデータベースで「Lafcadio Hearn」と

検索すると、ハーンが執筆した記事を含め、108件のヒットがあった。その中で条件に合っ

た記事を整理すると、以下のようになる。 

 

 ① September 1891  At the Market of the Dead → Chapter5 

 ② November 1891  The Chief City of the Province of the Gods → Chapter7 

 ③ December 1891  The Most Ancient Shrine in Japan → Chapter8 

 ④ July 1892  In a Japanese Garden → Chapter16 

 ⑤ March 1893  Of a Dancing Girl → Chapter22 

 ⑥ May 1893   The Japanese Smile → Chapter26 

 

 第６段落で言及された「６つの章」が明らかになり、これらの短編が Glimpses執筆前の

来日後早い段階で書かれていたことが分かった。「アトランティック・マンスリー誌」につ

いては今後も注目していきたい。 

 

 

第２節 研究の結論 

 

 本論において筆者は、第１章で議論の前提となる情報をまとめた後、第２章において

Glimpses の Prefaceを「仏教」に注目して精読した。第２章第２節では、Prefaceの第１・

２段落の読解を行った。結果、ハーンが引用したミットフォードの Tale of Old Japanの

一節はその「序文」ではなく「赤穂事件について述べた章の冒頭部分」であることが明らか

になった。これはハーンの記憶違いによるミスであろう。またハーンは、この引用を効果的

に用い、Glimpses of Unfamiliar Japanという作品のタイトルの由来を示した。同時に、

Glimpses のテーマは「日本人の宗教などの内面生活」であることを考察した。 

 第２章第３節では、Preface の第３段落の読解を行った。この節が本論の核だが、考察が

多岐にわたりまとめることが難しい。その中でも、第１文の分析によって整理できた、「日

本の民間信仰――とりわけ仏教から派生した考え方――」と「（日本の）珍しい迷信」とい

う分類の視点は、今後の Glimpsesの読解に活かしていきたい。 

 第３章第１節では、平井・池田両氏が手をつけていなかった第６段落を現代語訳したこと

で、Glimpses の本格的な執筆の前に書かれていた６つの章が明らかになった。 

 

 

第３節 今後の課題 

 

 まず、Prefaceの第４・５段落の精読を試みたい。今回は割愛してしまったが、第４段落
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には次のような一節が存在する。 

 

…―these and a hundred other pretty sights are due to fancies which, though called 

superstitious, inculcate in simplest form the sublime truth of the Unity of Life. 

（平井訳）…――こうした景色や、その他数ある麗しい光景は、みなこれは迷信と呼ばれる

想念から起るものなのであって、この想念こそは、「万物は一なり」というあの高遠な

真理を、きわめて単純平明なかたちで説いているのである。 

（池田訳）…これらを始めとする数多くの美しい光景は、すべて迷信といわれている想念か

ら生まれ出てくるものであり、その想念が「万物は一なり」という崇高な真理を、きわ

めて単純な形で繰り返し説いてきた賜物なのである。 

 

この「the Unity of Life（万物は一なり）」という考え方がハーンの仏教理解の核心であ

るようなのだが（前田專學、2021）、筆者はまだ理解できていない。前述の「ヘルン文庫」

には、「V. RELIGION (CHIEFLY BUDDHISM)（宗教―主に仏教―）」に分類される本だけでも、

864番から 920 番までの 57 点が存在する。Glimpses の Chapter1から Chapter6 までをはじ

めとした文章から分かるように、ハーンはアメリカ時代から仏教に関心を持ち、広く深く学

んでいる。 

ある種の果てしなさも感じてしまうが、「ラフカディオ・ハーンと仏教」というテーマに

対しては、先行研究の理解と同時に、Glimpses の精読から始めるのがよいと考える。本論

の執筆はそのきっかけとなった点においても有意義であった。 
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資
料

 “
Glimpses of Unfamiliar Japan

”
 P
re
fa
ce

の
本
文

・
現

代
語

訳
の
対

応
表
 

凡
例
 

・
下
の
表
は
、
“
Glimpses of Unfamiliar Japan

”
の

P
refa

ce
に
お

い
て

、
ラ

フ
カ

デ
ィ

オ
・

ハ
ー
ン

に
よ
る
本
文
と

２
種
類
の
現
代
語
訳

を
対
応

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

・
平
井
呈
一
訳
の
出

典
は
、
『
日

本
瞥

見
記

（
上

）』
（
恒

文
社

、
19
75）

の
「

は
し

が
き

」
で

あ
る
。

・
池
田
雅
之
訳
の
出

典
は
、
『
新

編
日

本
の

面
影

』（
角

川
ソ

フ
ィ

ア
文

庫
、
2
000

）
の

「
は

じ
め

に
」

で
あ
る

。

・
原
則
と
し
て
、
ハ

ー
ン

の
本

文
の

形
式

段
落

ご
と

に
列
を

分
け

た
が

、
第

４
段

落
の

一
部

と
考

え
ら

れ
る
「

レ
ッ
キ
ー
の
引
用
」

は
長
い
た
め
列
を
分
け
た
。

・
第
３
段
落
は
便
宜

上
、

文
に

①
～

⑨
の

番
号

を
付
し

て
い

る
。

・
池
田
氏
は
文
章
の

読
み

や
す

さ
を

考
慮

し
て

か
、
ハ

ー
ン

の
本

文
に

よ
ら

ず
に

形
式

段
落

を
分

け
て

い
る
。
段
落
冒
頭
の
一
字
下
げ
の
ほ
か
、
池
田
氏
の
意
図
を
と
ら
え
や
す
く
す
る

た
め
に
形
式
段
落
の

間
に

空
白

行
を

設
定

し
た

。

ハ
ー

ン
に

よ
る

本
文

平
井

呈
一

訳
 

池
田
雅
之
訳
 

第１段落
 

I
n 

t
he
 
Int

rodu
ctio

n 
to 

his
 
ch
armi

ng
 
"T
ales 

o
f 

O
ld
 
Jap

an,"
 
Mr
. 

Mitf
ord

 
wro

te
 
in
 
1
871: 

"
The 

bo
oks 

w
hich 

h
ave 

b
een 

wr
itte

n 
of
 
la
te 

y
ears

 
abo

ut 
J
apan

 
hav

e 
ei
ther

 
bee

n 
c
omp

iled 

f
rom of

fici
al re

cord
s, or h

ave c
onta

ined t
he 

s
ketc

hy i
mpre

ssio
ns o

f pa
ssin

g tr
avel

ers
. Of 

t
he 

in
ner 

l
ife 

o
f 
the 

Japa
nese 

the 
w
orl

d 
at 

l
arge

 
kno

ws 
but

 
lit

tle:
 
th
eir

 
re
lig

ion, 

t
heir

 
su
pers

titi
ons,

 
th
eir

 
way

s 
o
f
 
t
hou

ght, 

t
he 

hidd
en
 
spr

ings
 
b
y 

w
hich

 
t
hey

 
mo
ve
―

all 

t
hese

 are
 as 

yet 
myst

erie
s." 

ミ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ド
氏

は
、
一
八

一
七

年
に

、
そ
の

好
著
「
古

い
日

本
の

物
語
」
の
序

文
の

な
か

で
、
次
の

よ
う
に
書
い

て
い

る
。
「
近

年
、
日

本
の

国
に

つ
い
て

書
か

れ
た
書
物

は
、
官

庁
の

報
告

書
や

記
録

類
を

編
さ

ん
し

て
作
り
あ
げ

た
も

の
か
、
さ
も

な
け

れ
ば

、
行

き
ず

り
の

旅
行
家
の
ス

ケ
ッ

チ
風

の
印

象
記

を
集

め
た

も
の

か
、
そ

の
ど
ち
ら
か

で
あ

る
。
日

本
人

の
精

神
生

活
に

つ
い

て
は

、
世
人
は
ほ

と
ん

ど
知

る
と

こ
ろ

が
な

い
。
日

本
人

の
宗

教
、
日
本
人

の
迷

信
、
日

本
人

の
物

の
考

え
方

、
日

本
人

が
そ
れ
に
よ

っ
て

言
動

す
る

隠
れ

た
動

因
―

―
そ

う
い

う
も

の
は
、
こ

ん
に

ち
な

お
、

依
然

と
し

て
神

秘
の

中
に

あ
る

」
と
。
 

一
八
七
一
年
に
、
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
氏
が
上
梓
し
た
、

名
著
『
古
き
日
本
の
物
語
』
の
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。
 

「
最
近
の
日
本
に
関
す
る
書
物
は
、
官
庁
の
報
告
に
準
じ

た
も
の
か
、
通
り
す
が
り
の
旅
行
者
が
残
し
た
、
う
わ
べ

だ
け
の
印
象
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
人
の
内
な
る
生
活
は
、

世
界
広
し
と
い
え
ど
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
日

本
人
の
宗
教
、
迷
信
、
思
考
様
式
、
彼
ら
を
突
き
動
か
す

隠
れ
た
原
動
力

―
―
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
い
ま
だ
に
神
秘

の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
」
 

第
T
his 

i
nvis

ible
 
lif

e 
re
ferr

ed 
to
 
by 

M
r. 

ミ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ド
氏

が
言

及
し

た
こ

の
日

本
人
の

精
神

ミ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ド
氏

が
言

及
す

る
日

本
人

の
生

活
こ
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２段落
 

M
itfo

rd 
is 

t
he 

Unf
amil

iar 
J
apan 

o
f 

whi
ch 

I 

h
ave be

en abl
e to obt

ain a fe
w glim

pses. T
he 

r
eade

r 
ma
y, 

perh
aps,

 
be
 
di
sapp

oint
ed
 
by 

t
heir

 rar
ity;

 fo
r a

 res
iden

ce o
f l

ittl
e more 

t
han 

f
our 

y
ears 

amon
g 

the 
peop

le―
even 

by 

o
ne 

wh
o 

tr
ies 

t
o 

ad
opt 

t
heir

 
hab

its 
a
nd 

c
usto

ms
―

s
carc

ely
 
suf

fice
s 

t
o 

e
nabl

e 
the 

f
orei

gner
 
to 

begi
n 

to
 
fe
el 

a
t 

ho
me 

i
n 

this 

w
orld

 
of
 
str

ange
ness

. 
N
one 

can
 
fee

l 
more 

t
han 

t
he 

a
utho

r 
him

self
 
how

 
litt

le 
h
as 

b
een 

a
ccom

plis
hed 

in t
hese

 vol
umes

, an
d ho

w 
much 

r
emai

ns t
o do

. 

生
活

こ
そ

は
、
わ

た
く

し
が

こ
ん

に
ち

ま
で

に
、
多
少
な

り
と

も
そ

の
片

鱗
を

と
ら

え
る

こ
と

の
で

き
た
、
い
わ
ゆ

る
「
世

界
に

知
ら

れ
ざ

る
日

本
」
で
あ

る
。
諸
君
は
、
お

そ
ら

く
、
わ

た
く

し
が

垣
間

見
た

も
の

の
寥

々
た
る
の
に

失
望

さ
れ

る
こ

と
だ

ろ
う
。
な
ぜ

か
と

い
え

ば
、
た
か
だ

か
四

年
た

ら
ず

の
月

日
を
、
こ
の

国
の

人
た

ち
の
中
で
暮

し
た

ぐ
ら

い
で

は
―

―
よ

し
ん

ば
、
そ

の
人

間
が
、
つ
と

め
て

こ
の

国
の

風
俗

習
慣

を
身

に
つ

け
よ

う
と
す

る
人

で
あ

っ
て

も
、

も
と

も
と

国
籍

を
異

に
す

る
外

国
人
が
、

何
も

か
も

不
思

議
ず

く
め

な
こ

の
国

の
世

界
に
、
自
分
の

国
と

同
じ

よ
う

な
気

安
さ

と
お

ち
つ

き
を

覚
え
は

じ
め

る
に

は
、
と

う
て

い
四

年
や

そ
こ

ら
の

滞
留

で
は
事
足
り

る
わ

け
が

な
い

か
ら

で
あ

る
。
本

書
の

な
か

に
、
果
た
し

え
た

も
の

が
い

か
に

少
な

く
、
し

の
こ

し
て

あ
る
も
の
が

い
か

に
多

い
か
、
こ
の

こ
と

は
、
だ
れ

よ
り

も
著
者
自
身

が
身

を
も

っ
て

痛
感

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

そ
、
私
が
わ
ず
か
な
が
ら
垣
間
み
る
こ
と
の
で
き
た
、「

知

ら
れ
ざ
る
日
本
」
の
姿
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
読
者

の
皆
さ
ん
は
、
私
の
瞥
見
し
た
も
の
が
あ
ま
り
に
わ
ず
か

な
の
で
、
失
望
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
た
か
だ

か
四
年
余
り
日
本
人
に
交
じ
っ
て
暮
ら
し
た
だ
け
で
は
、

た
と
え
、
そ
の
社
会
の
習
俗
を
取
り
入
れ
よ
う
と
努
力
し

た
に
せ
よ
、
し
ょ
せ
ん
は
外
国
人
の
限
界
は
免
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
か
く
も
不
思
議
な
こ
の
国
に
精
通
す
る
に
は
、

四
年
く
ら
い
で
は
と
て
も
及
ば
な
い
の
だ
。
本
書
に
お
い

て
、
ど
れ
だ
け
達
成
し
得
て
な
い
か
、
ど
れ
だ
け
残
さ
れ

た
課
題
が
多
い
か
、
私
本
人
が
、
誰
よ
り
も
痛
感
し
て
い

る
次
第
で
あ
る
。
 

第３段落
 

①
T
he 

p
opul

ar 
r
elig

ious 
ideas

―
esp

eci
ally

t
he 

ide
as 

de
rive

d 
from 

Budd
his

m
―

and 
th
e 

c
urio

us 
supe

rsti
tion

s 
t
ouch

ed 
upon

 
in
 
t
hese

 

s
ketc

hes
 
are

 
l
ittl

e 
shar

ed 
by
 
the

 
e
duc

ated 

c
lass

es 
of 

New 
J
apan

. 
②
E
xcep

t 
as 

reg
ards 

h
is 

ch
arac

teri
stic 

indi
ffer

ence
 

to
ward 

a
bstr

act
 
ide

as 
in 

ge
nera

l 
and 

m
etap

hys
ical 

s
pecu

lati
on 

in 
part

icul
ar, 

t
he 

①
日

本
の

民
間

信
仰

―
―

こ
と

に
仏

教
に

由
来
す

る
宗

教
観

念
、

つ
ま

り
本

書
の

な
か

で
触

れ
て

お
い
た

よ
う

な
、
世

に
も

珍
奇

な
迷

信
は

、
こ

れ
は

新
し

い
日
本
の
知

識
階

級
の

あ
い

だ
で

は
ほ

と
ん

ど
信

じ
ら

れ
て

い
な
い
。

②
総

じ
て

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
か

ぶ
れ

の
し

た
現

代
の
日

本
人

は
、
一

般
的

な
抽

象
観

念
、
そ
の

う
ち

で
も

と
く
に
哲
学

的
思

考
に

つ
い

て
無

関
心

だ
と

い
う

特
徴

を
の

ぞ
け
ば
、

知
性

の
面

で
は
、
教
養

あ
る

パ
リ

人
、
も
し

く
は
ボ
ス
ト

①
本
文
で
触
れ
て
い
る
よ
う
な
、
日
本
の
民
間
信
仰
、

と
り
わ
け
仏
教
か
ら
派
生
し
た
考
え
方
や
、
珍
し
い
迷
信

な
ど
は
、
新
し
い
日
本
の
知
識
階
級
に
は
ほ
と
ん
ど
受
け

入
れ

ら
れ

て
い

な
い

。
②

今
日

の
西

洋
化

し
た

日
本

人

は
、
抽
象
的
な
一
般
概
念
や
、
哲
学
的
な
思
考
に
は
無
関

心
で
あ
る
と
い
う
特
徴
は
抜
き
に
し
て
も
、
知
性
の
面
で

は
、
教
養
あ
る
パ
リ
や
ボ
ス
ト
ン
の
人
々
と
ほ
と
ん
ど
対

等
と
い
え
る
。
③

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
知
識
階
級
は
、
超
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O
ccid

enta
lize

d 
Jap

anes
e 

of 
t
oday

 
st
ands 

a
lmos

t 
on 

the 
i
ntel

lect
ual 

pl
ane 

of 
th
e 

c
ulti

vate
d 

P
aris

ian 
or 

B
osto

nian
. 

③
But 

h
e 

i
s in

clin
ed to t

reat
 wi

th u
ndue

 co
ntem

pt
 all 

c
once

ptio
ns 

of 
the

 
sup

erna
tura

l; 
and

 
to
ward 

t
he 

gr
eat 

r
elig

ious 
ques

tion
s 

of 
t
he
 
h
our 

h
is 

atti
tude

 
i
s 

o
ne
 
of
 
per

fect
 
a
path

y.
 
④

R
arel

y 
does 

h
is 

uni
vers

ity 
tr
aini

ng 
i
n 

m
oder

n 
p
hilo

soph
y 

impe
l 

him
 
to
 
at
tempt

 
an
y 

i
ndep

ende
nt 

stud
y 

of 
rela

tion
s,
 

ei
ther 

s
ocio

logi
cal 

or 
psyc

holo
gica

l. 
⑤

Fo
r 

him, 

s
uper

stit
ions

 
are

 
sim

ply
 

sup
erst

iti
ons; 

t
heir 

rela
tion 

to 
th
e 

emo
tion

al 
na
ture 

of 

t
he 

pe
ople

 
int

eres
ts 

hi
m 
no
t 
at 

all.
* 

⑥
And 

t
his 

not
 

onl
y 

b
ecau

se 
he
 

tho
rou

ghly 

u
nder

stan
ds 

th
at 

p
eopl

e, 
b
ut 

b
ecau

se 
the 

c
lass

 
to
 

w
hich

 
h
e 

b
elon

gs
 

is
 

s
till 

u
nrea

soni
ngly

, 
tho

ugh 
q
uite

 
nat

ura
lly, 

a
sham

ed 
of 

i
ts 

old
er 

be
lief

s. 
⑦
M
ost 

o
f 

us 

w
ho 

no
w 

ca
ll 

o
urse

lves
 

agn
osti

cs 
can 

r
ecol

lect 
the 

f
eeli

ngs 
w
ith 

w
hich

, 
in 

t
he 

p
erio

d 
of 

our 
f
resh 

e
manc

ipat
ion 

fro
m 

a 

f
aith

 
far

 
mor

e 
ir
rati

onal
 
tha

n 
Bu
ddhi

sm
, 
we 

l
ooke

d 
bac

k 
up
on 

th
e 

gl
oomy 

theo
logy

 
of 

our 

f
athe

rs.
 
⑧

Inte
llec

tual
 
J
apan

 
h
as
 
be
come

 

ン
人

と
、
ほ

と
ん

ど
同

列
に

立
っ

て
い

る
。
③

と
こ
ろ
が
、

そ
う

い
う

日
本

の
知

識
人

は
、
こ

と
超

自
然

に
関
す
る
意

見
と

な
る

と
、
一

か
ら

十
ま

で
、
時
に

よ
る

と
不
当
と
思

わ
れ

る
く

ら
い

に
ま

で
、
極

端
に

こ
れ

を
軽

侮
す
る
傾
向

が
あ

る
。
た

と
え

ば
、
こ
ん

に
ち

、
宗

教
上

の
大
き
な
問

題
に

対
す

る
か

れ
ら

の
態

度
な

ど
を

見
て

も
、
ぜ
ん
ぜ
ん

そ
れ

は
無

関
心

の
態

度
で

あ
る
。
④
大

学
時

代
に
お
さ
め

た
近

代
哲

学
の

修
得

が
、
事

物
の

社
会

学
的

、
あ
る
い
は

心
理

学
的

な
関

連
性

を
、
独

立
し

て
研

究
し

て
み
よ
う
な

ど
と

い
う

企
て

に
か

れ
ら

を
追

い
こ

む
こ

と
は
、
ま
ず
め

っ
た

に
な

い
。
⑤

か
れ

ら
に

と
っ

て
は

、
迷

信
は
た
ん
に

迷
信

な
の

で
あ

っ
て
、
迷
信

と
国

民
情

操
の

関
連
性
な
ど

と
い

う
こ

と
は
、
い
っ

こ
う

に
興

味
の

な
い

こ
と
な
の
で

あ
る
。
⑥
し

か
も

、
こ

の
こ

と
は

、
か

れ
ら

が
自
国
の
国

民
と

い
う

も
の

を
、
手

の
裏

ま
で

知
り

つ
く

し
て
い
る
か

ら
と

い
う

た
め

ば
か

り
で

は
な

く
、
か

れ
ら

の
所
属
し
て

い
る

上
層

知
識

階
級

が
、
今

も
な

お
理

く
つ

な
し
に
、
た

だ
も

う
自

分
の

国
の

古
い

信
仰

は
恥

ず
べ

き
も
の

だ
と

思
い

こ
ん

で
い

る
こ

と
に

起
因

し
て

い
る

の
で

あ
る
。
⑦

も
っ

と
も
、
こ
れ

は
し

か
し

考
え

て
み

れ
ば

む
り
も
な
い

こ
と

で
、
わ

れ
わ

れ
西

欧
人

に
し

て
も

、
こ

ん
に
ち
、
そ

の
大

多
数

は
、
人

間
の

知
識

な
ど

と
い

う
も

の
は
絶
対
な

も
の

で
は

な
い
、
お
れ

た
ち

は
不

可
知

論
者

だ
、
な
ど
と

い
っ

て
空

う
そ

ぶ
い

て
い

る
け

れ
ど

も
、
そ

の
わ
れ
わ
れ

が
、

あ
の

仏
教

な
ん

ぞ
よ

り
は

る
か

に
不

条
理
き

わ
ま

自
然
的
な
も
の
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
、
は
な
か
ら

過
度
に
侮
辱
す
る
嫌
い
が
あ
り
、
刻
下
の
宗
教
的
な
大
事

と
な
る
と
、
完
璧
に
無
関
心
で
あ
る
。
④
大
学
で
近
代
哲

学
を
学
ん
で
も
、
社
会
学
と
か
心
理
学
と
か
、
そ
の
学
問

的
関

連
性

を
独

立
し

て
研

究
し

よ
う

な
ど

と
い

う
気

は

ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
よ
う
だ
。
⑤
彼
ら
に
と
っ
て
、
迷

信
は
た
だ
の
迷
信
で
し
か
な
い
の
だ
。
迷
信
と
日
本
人
の

情
緒
と
の
関
連
性
な
ど
に
至
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て

興
味
の
対
象
外
で
あ
る
。
 

⑥
そ
れ
と
い
う
の
も
、
日
本
人
が
み
ず
か
ら
を
徹
底
し

て
理
解
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
知
識

階
級
が
、
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
い
ま
だ
に

訳
も
な
く
、
自
分
た
ち
の
古
い
信
仰
を
恥
じ
て
い
る
せ
い

で
も
あ
る
。
⑦
人
間
の
知
識
を
絶
対
視
し
な
い
不
可
知
論

者
を
自
称
す
る
ほ
と
ん
ど
の
西
洋
人
な
ら
、
仏
教
よ
り
も

遥
か
に
不
合
理
な
信
仰
か
ら
解
放
さ
れ
、
わ
れ
ら
が
先
祖

の
暗

澹
た

る
神

学
を

振
り

返
っ

た
と

き
の

感
情

を
思

い

出
し
て
み
れ
ば
よ
か
ろ
う
。
⑧
知
性
あ
る
日
本
は
、
こ
の

た
っ
た
二
、
三
十
年
の
間
に
不
可
知
論
を
唱
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
精
神
的
な
変
革
が
急
激
に
行
わ
れ

た
こ
と
が
、
今
の
上
流
階
級
の
仏
教
に
対
す
る
態
度
の
原

因
の
す
べ
て
で
あ
る
、
と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
主

要
な
原
因
の
説
明
に
は
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
⑨
現

在
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
態
度
は
ほ
と
ん
ど
狭
量
に
近
い
と
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a
gnos

tic 
w
ithi

n 
on
ly 

a 
few 

d
ecad

es; 
and 

the 

s
udde

nnes
s 

of 
thi

s 
ment

al 
rev

olu
tion 

s
uffi

cien
tly 

ex
plai

ns 
the 

p
rinc

ipal
, 

th
ough 

n
ot 

perh
aps

 
al
l 

t
he
 
cau

ses
 
of
 
th
e 

pre
sent 

a
ttit

ude 
of 

the 
s
uper

ior 
c
lass

 
to
ward 

B
uddh

ism.
 
⑨
F
or 

t
he 

t
ime 

bein
g 
it
 
ce
rta

inly 

b
orde

rs 
into

lera
nce;

 
a
nd
 
whi

le 
such

 
is
 
th
e 

f
eeli

ng 
eve

n 
to 

r
elig

ion 
a
s 

di
stin

gui
shed 

f
rom 

s
uper

stit
ion,

 
the

 
fee

ling
 

to
ward 

s
uper

stit
ion 

as 
d
isti

ngui
shed 

f
rom 

r
eli

gion 

m
ust 

be s
omet

hing
 str

onge
r st

ill. 

*
In 

stri
king

 
con

tras
t 
to
 
thi

s 
i
ndif

fer
ence

i
s 

the 
s
tron

g, 
rat

iona
l, 

fa
rse

eing 

c
onse

rvat
ism 

of 
Visc

ount 
T
ori

o
―

a 
n
oble 

e
xcep

tion
. 

る
、
古

い
信

仰
か

ら
新

し
く

解
放

さ
れ

た
時

に
は
、
わ
れ

人
と

も
に
、
自
分

た
ち

の
先

祖
の

蒙
昧

暗
愚

な
神
学
を
ふ

り
か

え
っ

て
み

て
、
う

た
た

感
慨

な
き

を
え

な
か
っ
た
こ

と
を

思
い

起
す

こ
と

が
で

き
る
。
⑧
と

こ
ろ

で
、
日
本
の

知
識

人
は
、
ほ
ん

の
こ

こ
二

、
三

十
年

の
あ

い
だ
に
不
可

知
論

者
に

な
っ

た
の

で
あ

る
。
こ

の
精

神
的

進
歩
の
あ
わ

た
だ

し
さ
、
こ
れ

が
そ

も
そ

も
、
日
本

の
知

識
階
級
の
仏

教
に

対
す

る
態

度
の
、
ま
さ

か
全

部
と

は
い

え
な
い
ま
で

も
、
す

く
な

く
と

も
主

要
な

原
因

を
解

明
し

て
あ
ま
り
あ

る
も

の
で

あ
ろ

う
。
⑨

い
ま

の
と

こ
ろ

、
か

れ
ら
の
態
度

は
、
た

し
か

に
頑

迷
に

近
い

も
の

が
あ

る
。
迷
信
・
邪
教

と
は

っ
き

り
別

物
扱

い
に

さ
れ

て
い

る
信

仰
に
対

し
て

さ
え
、
か
く

の
ご

と
き

感
情

を
い

だ
い

て
い

る
の
で
あ
る

か
ら
、
ま
し

て
や

正
当

な
宗

教
か

ら
截

然
と

区
別
さ
れ
て

い
る

民
間

信
仰

に
対

す
る

か
れ

ら
の

感
情

が
、
な
お
い
っ

そ
う

頑
固

で
あ

る
の

は
当

然
な

は
な

し
だ

ろ
う

。
 

い
え
る
。
し
か
も
、
迷
信
と
は
一
線
を
引
く
宗
教
に
対
し

て
さ
え
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
正
当
な
宗
教
と
区
別
さ
れ
る

迷
信
と
な
る
と
、
彼
ら
は
い
っ
そ
う
頑
な
に
受
け
入
れ
よ

う
と
は
し
な
い
。
 

第４段落
 

B
ut 

th
e 

ra
re 

ch
arm 

of 
Ja
pane

se 
l
ife, 

so 

d
iffe

rent 
f
rom 

t
hat 

of 
all 

ot
her 

l
ands

, 
is 

n
ot t

o b
e fo

und
 in its

 Eur
opea

nize
d c

irc
les. 

I
t 

is 
to 

b
e 

fou
nd 

amo
ng 

th
e 

grea
t 

co
mmon 

p
eopl

e, 
who

 
re
pres

ent
 
in

 
Ja
pan,

 
as
 
i
n 

all 

c
ount

ries
, 

the
 
nat

iona
l 

vi
rtue

s, 
a
nd 

who 

s
till c

ling to th
eir de

ligh
tful old c

ust
oms, 

t
heir 

p
ictu

resq
ue 

dr
esse

s, 
th
eir 

B
udd

hist 

と
こ

ろ
が
、
日
本

人
の

生
活

の
あ

の
た

ぐ
い

ま
れ
な
る
美

し
さ
、
世
界

の
諸

他
国

の
そ

れ
と

は
お

よ
そ

趣
を
異
に
し

て
い

る
あ

の
美

し
さ

は
、

お
な

じ
日

本
人

の
な

か
で
も
、

そ
う

い
う

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
か

ぶ
れ

の
し

た
上

層
階
級

の
な

か
に

は
見

い
だ

さ
れ

な
い

の
で

あ
る
。
こ
れ

は
ど
こ
の
国

で
も

同
じ

こ
と

だ
が
、
日
本

の
う

ち
で

も
、
こ
の
国
の
国

民
的

美
徳

を
代

表
し

て
い

る
一

般
大

衆
―

―
つ

ま
り
、
こ

ん
に

ち
な

お
自

分
た

ち
の

固
有

の
美

し
い

習
俗
に

な
ず

と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
生
活
の
類
ま
れ
な
る
魅
力
は
、

世
界
の
ほ
か
の
国
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た

日
本

の
西

洋
化

さ
れ

た
知

識
階

級
の

中
に

見
つ

け
ら

れ

る
も

の
で

も
な

い
。

ど
こ

の
国

で
も

そ
う

で
あ

る
よ

う

に
、

そ
の

国
の

美
徳

を
代

表
し

て
い

る
庶

民
の

中
に

こ

そ
、
そ
の
魅
力
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
魅
力
は
、

喜
ば
し
い
昔
な
が
ら
の
慣
習
、
絵
の
よ
う
な
あ
で
や
か
な

着
物
、
仏
壇
や
神
棚
、
さ
ら
に
は
美
し
く
心
温
ま
る
先
祖
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i
mage

s, 
thei

r 
hous

ehol
d 

s
hrin

es,
 

t
heir 

b
eaut

iful
 and

 tou
chin

g wo
rshi

p of
 anc

est
ors. 

T
his is t

he lif
e of whi

ch a for
eign o

bse
rver 

c
an 

ne
ver 

w
eary

, 
if 

f
ortu

nate 
a
nd 

s
ympa

thet
ic 

eno
ugh 

t
o 

ente
r 

int
o 

it
―

th
e 

l
ife 

th
at 

for
ces 

hi
m 

some
time

s 
to 

d
oubt

 

w
heth

er 
th
e 

cou
rse 

o
f 

our 
boas

ted 
Wes

tern 

p
rogr

ess is real
ly i

n t
he d

irec
tion

 of
 m
oral 

d
evel

opme
nt. Ea

ch da
y, wh

ile th
e yea

rs p
ass, 

t
here 

w
ill 

b
e 

reve
aled 

to 
him 

some 
str

ange 

a
nd 

u
nsus

pect
ed 

beau
ty 

in 
i
t. 

Like
 
o
ther 

l
ife, 

it 
ha
s 
its 

dark
er 

si
de; 

y
et 

ev
en 

t
his

 

i
s 
br
ight

ness
 
com

pare
d 
wi
th 

t
he 

d
arke

r 
side 

o
f 

Wes
tern 

exis
tenc

e. 
It 

has 
i
ts 

f
oib

les, 

i
ts 

foll
ies,

 
i
ts
 
vic

es,
 
its

 
c
ruel

ties;
 
ye
t 

t
he mo

re on
e se

es of
 it, the more one mar

vels 

a
t 

its 
e
xtra

ordi
nary 

g
oodn

ess, 
it
s 

m
irac

ulou
s 

pat
ienc

e, 
it
s 

ne
ver-

fai
ling 

c
ourt

esy, 
i
ts 

sim
plic

ity 
of 

h
eart

, 
it
s 

i
ntui

tive
 
cha

rity
. 

A
nd 

to 
o
ur 

own
 
la
rger

 

O
ccid

enta
l 

co
mpre

hens
ion,

 
its

 
co
mmo

nest 

s
uper

stit
ions

, 
ho
weve

r 
c
onte

mned
 
at
 
Tō
kyō, 

h
ave

 
rar

est
 
val

ue 
as 

frag
ment

s 
o
f 

the 

u
nwri

tten 
l
iter

atur
e 

of 
its 

h
opes

, 
it
s 

f
ears

, 
i
ts
 
exp

erie
nce

 
wi
th
 
righ

t 
and

 
w
rong

み
、
絵

の
よ

う
に

美
し

い
着

物
を

身
に

ま
と

い
、
そ
し
て

仏
の

御
身

影
や

ら
神

ぜ
せ

り
に
、
か
れ

ら
固

有
の
、
あ
わ

れ
に

も
麗

し
い

祖
先

崇
拝

の
心

を
牢

と
し

て
固
く

守
り

つ
づ

け
て

い
る

大
衆

の
な

か
に
、
そ
れ

は
見

い
だ
さ
れ
る

の
で

あ
る
。
こ
れ

こ
そ

は
、
も
し

も
異

国
の

観
察
者
が
運

よ
く

そ
の

中
に

入
り

こ
む

こ
と

が
で

き
、
そ

し
て
そ
れ
に

共
感

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
な

ら
、
そ

れ
こ

そ
倦
む
と
い

う
こ

と
を

覚
え

ぬ
生

活
で

あ
る
。
い
や

、
ど

う
か
す
る
と

そ
れ

は
、
わ

れ
わ

れ
の

う
ぬ

ぼ
れ

て
い

る
西

欧
文
明
の
進

み
ゆ

く
道

が
、
果

た
し

て
あ

れ
が

し
ん

じ
つ

人
倫
向
上
の

正
道

に
向

か
っ

て
い

る
も

の
で

あ
る

か
ど

う
か

と
、
そ
ん

な
こ

と
ま

で
が

つ
い

疑
わ

し
く

な
っ

て
く

る
ほ
ど

の
生

活
で

あ
る
。
そ
の

生
活

の
な

か
に

あ
る

、
何

か
ふ
し
ぎ

な

思
い

も
う

け
ぬ

美
し

さ
、
そ

れ
は

年
を

重
ね

る
に
し
た
が

っ
て
、
日
い

ち
に

ち
と

観
察

者
の

前
に

あ
ら

わ
れ
て
く
る

だ
ろ

う
。

も
ち

ろ
ん

、
諸

外
国

の
生

活
と

同
じ

よ
う
に
、

そ
こ

に
は

そ
の

生
活

自
体

の
も

つ
暗

い
面

も
多
少

は
あ

る
。
し

か
し

、
そ

れ
と

て
も

、
西

欧
の

生
活

の
暗
い
面
に

く
ら

べ
れ

ば
、
ま

る
で

明
る

さ
そ

の
も

の
だ

。
そ
こ
に
は

ま
た
、
そ
の

生
活

自
体

の
も

つ
弱

点
も

あ
る

。
愚
昧
な
点

も
あ

る
。
悪

徳
も

あ
る

し
、
残

忍
酷

薄
な

と
こ

ろ
も
あ
る
。

け
れ

ど
も
、
よ
く

見
れ

ば
見

る
ほ

ど
、
そ
の

生
活
の
な
み

な
み

な
ら

ぬ
良

さ
、

奇
蹟

に
も

似
た

そ
の

し
ん
ぼ

う
強

さ
、

い
つ

も
変

ら
ぬ

折
り

目
の

正
し

さ
、

素
朴

な
人
情
、

さ
と

り
の

早
い

慈
悲

の
心
、
そ
う

い
う

も
の

に
、
見
る
人

崇
拝
を
今
な
お
守
っ
て
い
る
大
衆
の
中
に
こ
そ
、
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
も
し
外
国
人
の
観
察
者
が
、
運
よ
く
そ

の
生
活
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
共
感
で
き
る
心
を
持

っ
て
い
た
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
そ
れ
は
飽
き
る
こ
と
の
な

い
生
活
で
あ
り
、
そ
し
て
い
つ
し
か
、
傲
慢
な
西
洋
文
明

の
進
歩
が
こ
の
よ
う
な
方
向
性
で
い
い
も
の
か
、
疑
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

年
月
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
日
に
日
に
日
本
人
の
生
活
の

中
か
ら
、
珍
し
い
予
想
も
し
な
か
っ
た
美
し
さ
が
現
れ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
生
活
に
も
暗
い
面

は
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
西
洋
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
明
る

い
も
の
だ
。
日
本
の
生
活
に
も
、
短
所
も
あ
れ
ば
、
愚
劣

さ
も
あ
る
。
悪
も
あ
れ
ば
残
酷
さ
も
あ
る
。
だ
が
、
よ
く

見
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
そ
の
並
外
れ
た
善
良
さ
、
奇
跡

的
と
思
え
る
ほ
ど
の
辛
抱
強
さ
、
い
つ
も
変
わ
る
こ
と
の

な
い
慇
懃
さ
、
素
朴
な
心
、
相
手
を
す
ぐ
に
思
い
や
る
察

し
の
よ
さ
に
、
目
を
見
張
る
ば
か
り
だ
。
 

さ
ら
に
、
西
洋
人
の
よ
り
広
範
な
物
の
見
方
か
ら
す
る

と
、
た
と
え
ど
ん
な
に
東
京
な
ど
で
は
軽
蔑
さ
れ
て
い
よ

う
と
も
、
も
っ
と
も
大
衆
に
な
じ
ん
だ
迷
信
と
は
、
希
望

や
恐
怖
や
善
悪
の
体
験
、
い
う
な
ら
霊
界
の
謎
を
解
こ
う

と
す
る
素
朴
な
努
力
の
、
紙
に
書
か
れ
て
い
な
い
文
学
の

断
片
と
し
て
、
珍
重
す
べ
き
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
日
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―
its 

p
rimi

tive 
effo

rts 
t
o 

fin
d 

so
lut

ions 

f
or 

t
he 

r
iddl

e 
of
 
th
e 

Un
seen

. 
Ho
w 

mu
ch
 
the 

l
ight

er 
and 

kind
lier 

supe
rsti

tion
s 

of 
t
he 

p
eopl

e ad
d t

o t
he char

m o
f J

apan
ese

 lif
e can, 

i
ndee

d, 
be
 
und

erst
ood

 
onl

y 
by 

one
 
wh
o 

has 

l
ong re

side
d in the i

nter
ior. A f

ew of t
heir 

b
elie

fs are sini
ster

―
su
ch as t

hat i
n de

mon-

f
oxes

, 
whi

ch 
p
ubli

c 
ed
ucat

ion 
is 

rap
idly 

d
issi

pati
ng; 

but
 

a 
larg

e 
n
umbe

r
 

are 

c
ompa

rabl
e fo

r b
eaut

y of
 fa

ncy even
 to

 t
hose 

G
reek

 
my
ths

 
in
 
wh
ich

 
ou
r 

n
oble

st
 
poe

ts
 
of 

t
oday 

stil
l 

fi
nd 

i
nspi

rati
on; 

whil
e
 
many 

o
ther

s, 
w
hich

 
en
cour

age
 
kin

dnes
s 

t
o 

the 

u
nfor

tuna
te, 

an
d 

kin
dnes

s 
to 

a
nima

ls, 
c
an 

n
ever

 
hav

e 
p
rodu

ced
 
any

 
but

 
th
e 

h
app

iest 

m
oral 

r
esul

ts. 
T
he 

am
usin

g 
pre

sump
tion 

of 

d
omes

tic 
a
nima

ls, 
and 

the 
comp

ara
tive 

f
earl

essn
ess

 
of
 
ma
ny
 
wil

d 
c
reat

ures
 
in

 
th
e 

p
rese

nce 
of 

man; 
t
he 

wh
ite 

cl
ouds 

of 
g
ulls 

t
hat 

h
over 

abou
t 

eac
h 

inc
omin

g 
ste

amer 
in 

e
xpec

tati
on 

of 
an 

alms
 
of
 
cr
umbs

; 
the

 

w
hirr

ing 
of 

d
oves

 
fro

m 
te
mple

-eav
es 

t
o 

pick 

u
p 
the

 
ric

e 
sca

tter
ed 

f
or 

th
em 

b
y 
pi
lgr

ims; 

t
he 

fam
ilia

r 
sto

rks 
o
f 

anc
ient

 
pu
blic

 

g
arde

ns; 
the 

deer
 
of 

holy
 
shr

ines
, 
a
wai

ting 

は
い

よ
い

よ
驚

き
の

目
を

み
は

っ
て

く
る

に
ち
が

い
な

い
。
そ

う
な

っ
て

み
て

、
わ

れ
わ

れ
西

欧
人

流
の
や
や
寛

大
な

物
の

見
方

で
見

て
み

る
と
、
日
本

の
大

衆
生
活
の
な

か
に

ご
く

ざ
ら

に
あ

る
迷

信
な

ど
も
、
東
京

で
は
そ
れ
は

軽
蔑

さ
れ

て
い

る
け

れ
ど

も
、
あ

の
な

か
に

は
、
日
本
の

庶
民

生
活

の
も

っ
て

い
る

希
望
・
恐
怖
・
正

邪
に
対
す
る

経
験
―
―

つ
ま

り
、
霊

界
の

な
ぞ

に
何

と
か

解
決
を
見
い

だ
そ

う
と

す
る

蒙
昧

な
努

力
の
、
文
字

に
書

か
れ
な
い
文

学
の

断
片

と
し

て
、
大

い
に

珍
重

す
べ

き
価

値
が
あ
る
の

で
あ

る
。
日

本
の

大
衆

の
も

つ
比

較
的

気
軽

な
、
親
し
み

や
す

い
そ

う
し

た
迷

信
が
、
ど
れ

ほ
ど

日
本

人
の
生
活
の

美
し

さ
を

増
し

て
い

る
か
、
こ
の

こ
と

は
、
日
本
の
内
地

に
永

年
住

ん
だ

こ
と

の
あ

る
人

だ
け

に
わ

か
る

こ
と
だ
。

そ
う

し
た

迷
信

の
な

か
に

は
、
多

少
は

邪
教

も
あ
る
。
キ

ツ
ネ

つ
か

い
な

ど
は

そ
の

一
例

で
あ

る
が
、
し
か
し
こ
う

い
う

も
の

は
、

今
日

で
は

教
育

の
一

般
普

及
に

よ
っ
て
、

ど
し

ど
し

撲
滅

さ
れ

て
行

き
つ

つ
あ

る
。

そ
の

か
わ
り
、

そ
う

い
う

も
の

を
除

い
た

あ
と

の
大

部
分

の
迷

信
に
は
、

そ
の

意
想

の
美

し
さ

と
い

う
点

で
、
こ

ん
に

ち
な
お
、
西

欧
の

高
踏

詩
人

た
ち

が
、
し

き
り

と
そ

こ
か

ら
イ
ン
ス
ピ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

見
い

だ
し

て
い

る
、
か

の
ギ

リ
シ
ャ
神
話

に
匹

敵
す

る
も

の
が

あ
る

く
ら

い
で

あ
る
。
そ
う
か
と
思

う
と
、
一
方

ま
た

数
多

い
迷

信
の

な
か

に
は

、
ふ
し
あ
わ

せ
な

も
の

に
情

を
か

け
た

り
、
生

き
も

の
を

憐
れ
ん
だ
り

す
る

こ
と

を
奨

励
す

る
よ

う
な

も
の

も
あ

っ
て
、
そ
う
い

本
人
の
屈
託
の
な
い
親
し
み
や
す
い
迷
信
が
、
ど
れ
だ
け

日
本
人
の
生
活
に
妙
味
を
添
え
て
い
る
か
は
、
そ
の
中
に

ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
生
活
し
て
み
れ
ば
、
実
に
よ
く
理

解
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
迷
信
に
も
、
狐
の
悪
霊
な
ど

の
よ
う
に
、
数
は
少
な
い
が
不
吉
な
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
も
の
も
、
公
の
教
育
の
普
及
に
よ
っ
て
急
速
に

消
え
つ
つ
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
多
く
は
、
そ
の
発
想
の
美

し
さ
で
、
今
日
の
著
名
な
詩
人
が
い
ま
だ
に
想
像
力
の
源

泉
と
し
て
い
る
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ

る
。
 

ま
た
一
方
で
は
、
迷
信
の
中
に
は
、
不
幸
な
人
へ
の
親

切
や
、
動
物
愛
な
ど
を
す
す
め
る
も
の
も
多
く
あ
り
、
そ

れ
ら
は
、
喜
ば
し
い
道
徳
観
を
生
み
出
し
て
い
る
。
家
で

飼
わ
れ
る
動
物
は
、
人
な
つ
こ
い
し
、
野
生
動
物
は
、
人

前
で
も
あ
ま
り
動
じ
な
い
。
汽
船
が
入
港
す
る
た
び
に
食

べ
物
の
屑
を
恵
ん
で
も
ら
え
る
と
期
待
し
、
白
い
雲
の
よ

う
に
集
ま
っ
て
く
る
鷗
の
群
れ
。
参
拝
者
が
ば
ら
ま
い
た

米
粒
を
拾
い
に
、
寺
の
軒
か
ら
羽
を
は
ば
た
か
せ
て
舞
い

降
り
て
く
る
鳩
。
古
風
な
公
園
に
飼
わ
れ
て
い
る
人
慣
れ

し
た
鶴
。
お
菓
子
や
人
間
に
な
で
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い

る
神
社
の
鹿
。
人
影
が
水
に
映
る
と
、
聖
な
る
蓮
池
か
ら

頭
を
突
き
出
す
魚
。
こ
れ
ら
を
始
め
と
す
る
数
多
く
の
美

し
い
光
景
は
、
す
べ
て
迷
信
と
い
わ
れ
て
い
る
想
念
か
ら

生
ま
れ
出
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
想
念
が
「
万
物
は
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c
akes

 
and

 
ca
ress

es;
 
the

 
fis

h 
w
hich

 
r
aise 

t
heir h

eads from sacr
ed lot

us-p
onds when t

he 

s
tran

ger'
s 

sh
adow

 
fa
lls

 
upo

n 
t
he 

wat
er

―

t
hese 

and 
a 
hun

dred
 
oth

er 
pr
etty

 
sig

hts 
are 

d
ue 

t
o 

f
anci

es 
whic

h, 
thou

gh
 

ca
lled

 

s
uper

stit
ious

, 
incu

lcat
e 

in 
s
impl

est 
fo
rm 

t
he 

su
blim

e 
tru

th 
of 

the 
U
nity 

of 
Li
fe. 

And 

e
ven 

wh
en 

co
nsid

erin
g 

beli
efs 

le
ss 

a
ttra

ctiv
e 

th
an 

these
―

su
pers

titi
ons

 
of 

w
hich

 
the

 
gro

tesq
uene

ss 
m
ay
 
p
rovo

ke 
a
 
s
mile

―
the 

impa
rtia

l 
obs

erve
r 

wou
ld 

do 
well 

to 

b
ear 

in 
mind

 the
 wor

ds o
f Le

cky: 

う
迷

信
は
、
何
よ

り
も

喜
ば

し
い

道
徳

的
効

果
を
う
み
だ

し
て

い
る
、
日
本

の
家

畜
の

あ
の

心
慰

ま
る

顔
つ
き
、
野

鳥
や

け
も

の
が

人
前

に
出

て
も
、
さ
し

て
人

怖
じ
し
な
い

あ
の

人
な

つ
っ

こ
さ

、
港

へ
汽

船
が

は
い

っ
て

く
る
と
、

恵
ん

で
も

ら
え

る
食

物
の

屑
を

あ
て

に
、
船

の
ま
わ
り
に

よ
っ

て
く

る
白

い
雲

の
よ

う
な

カ
モ

メ
の

群
れ
、
参
詣
人

が
ま

い
て

や
る

米
を

ひ
ろ

い
に

寺
の

屋
根

か
ら
羽

ば
た

き
を

し
て

降
り

て
く

る
ハ

ト
の

群
れ
、
古
風

な
公
園
な
ど

に
飼

わ
れ

て
い

る
人

な
れ

た
ツ

ル
、
菓

子
と

、
人
に
な
で

て
も

ら
う

こ
と

を
待

っ
て

い
る

神
社

の
シ

カ
、
人
の
影
が

水
に

う
つ

る
と

滑
ら

か
な

ハ
ス

池
の

な
か

か
ら
頭

を
出

し
て

く
る

コ
イ

の
群

れ
。
―

―
こ

う
し

た
景

色
や
、
そ
の

他
数

あ
る

麗
し

い
光

景
は
、
み
な

こ
れ

は
迷

信
と
呼
ば
れ

る
想

念
か

ら
起

る
も

の
な

の
で

あ
っ

て
、
こ

の
想
念
こ
そ

は
、
「
万

物
は

一
な
り

」
と

い
う

あ
の
高

遠
な

真
理
を
、

き
わ

め
て

単
純

平
明

な
か

た
ち

で
説

い
て

い
る
の

で
あ

る
。
ま

た
、
こ
の

種
の

迷
信

よ
り

も
は

る
か

に
興
ざ
め
の

す
る

よ
う

な
信

仰
―

―
そ

の
怪

奇
な

点
に

思
わ
ず

失
笑

噴
飯

さ
せ

ら
れ

る
よ

う
な

毒
々

し
い

迷
信

を
考
察

す
る

よ
う

な
ば

あ
い

に
も

、
も

し
公

平
な

観
察

家
だ

っ
た
ら
、

当
然
、
レ
ッ

キ
ー

の
い

っ
た

次
の

こ
と

ば
を

思
い
お
こ
す

だ
ろ

う
。

―
―
 

一
な
り
」
と
い
う
崇
高
な
真
理
を
、
き
わ
め
て
単
純
な
形

で
繰
り
返
し
説
い
て
き
た
賜
物
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

迷
信
と
は
違
い
、
そ
の
怪
奇
さ
に
思
わ
ず
笑
い
出
し
て
し

ま
う

よ
う

な
、

味
気

な
い

迷
信

の
こ

と
を

考
え

て
み

て

も
、
公
平
に
見
れ
ば
、
レ
ッ
キ
ー
の
次
の
言
葉
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
 

レッ

"
Many

 sup
erst

itio
ns d

o un
doub

tedl
y an

swe
r to 

t
he G

reek
 co

ncep
tion

 of
 sla

vish
 'fe

ar of
 the 

「
多

く
の

迷
信

は
、
ギ

リ
シ

ャ
人

の
い

わ
ゆ

る
『
神
々
に

対
す

る
卑

屈
な

畏
怖
』
を
い

だ
く

と
い

う
思

想
に
、
疑
い

「
多
く
の
迷
信
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
盲
目
的
な
『
神
々
へ

の
畏
怖
』
と
い
う
認
識
に
、
ま
さ
し
く
呼
応
す
る
も
の
で
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キーの引用
 

G
ods,

' 
a
nd
 

hav
e 

been
 

p
rodu

ctiv
e 

of 

u
nspe

akab
le mis

ery t
o man

kind
; but t

here a
re 

v
ery 

m
any 

o
ther

s 
of 

a 
diff

eren
t 

te
nde

ncy. 

S
uper

stit
ions

 app
eal

 to our
 hop

es a
s w

el
l as 

o
ur 

fea
rs. 

T
hey 

of
ten 

m
eet 

an
d 

gra
tify 

t
he 

i
nmos

t 
lo
ngin

gs 
of 

the 
hear

t. 
They

 
o
ffer 

c
erta

inti
es 

wh
ere 

reas
on 

c
an 

o
nly

 
af
ford 

p
ossi

bili
ties 

o
r 

prob
abil

itie
s. 

The
y 

su
pply

 

c
once

ptio
ns 

on 
whi

ch 
the 

i
magi

nati
on 

l
oves 

t
o 

dwel
l. 

Th
ey 

som
etim

es 
im
part 

e
ven 

a 
n
ew 

s
anct

ion 
t
o 

mo
ral 

trut
hs. 

Crea
ting

 
w
ants 

w
hich 

t
hey 

al
one 

ca
n 

sati
sfy, 

a
nd 

f
ears 

w
hich 

they
 
alo

ne 
c
an 

qu
ell,

 
the

y 
o
ften

 

b
ecom

e 
e
ssen

tial
 
el
emen

ts 
of 

happ
ines

s;
 
an
d 

t
heir

 con
soli

ng effi
cacy

 is
 mos

t fe
lt in

 the 

l
angu

id 
or
 
tro

uble
d 

h
ours

 
w
hen

 
it
 
is 

mos
t 

n
eede

d. We ow
e more t

o our il
lusi

ons tha
n to 

o
ur 

kn
owle

dge.
 
The

 
ima

gina
tion

,
 
wh
ich

 
is 

a
ltog

ethe
r 

c
onst

ruct
ive,

 
p
rob

ably 

c
ontr

ibut
es 

more
 
t
o 

our
 
hap

pine
ss
 
than

 
th
e 

r
easo

n, 
whic

h 
in
 
the

 
sp
here

 
o
f 

spec
ula

tion 

i
s main

ly cr
itic

al an
d dest

ruct
ive. The ru

de 

c
harm

 
wh
ich,

 
i
n 

t
he
 
hou

r 
o
f 

dang
er

 
or 

d
istr

ess,
 
th
e 

sava
ge 

cla
sps 

so 
conf

ide
ntly 

t
o 

his 
b
reas

t, 
the 

sacr
ed 

pic
ture 

whic
h 

is 

も
な

く
合

致
す

る
も

の
で

あ
っ

て
、
こ

れ
は

こ
ん
に
ち
ま

で
に
、
い
ろ

い
ろ

と
言

い
尽

し
が

た
い

不
幸

を
人
類
に
も

た
ら

し
て

き
た

の
で

あ
る

が
、
し

か
し

、
数

多
い
迷
信
の

う
ち

に
は
、
そ
れ

と
は

ま
た

違
っ

た
性

質
を

も
っ
た
も
の

も
、
ず

い
ぶ

ん
と

多
い

。
迷

信
は

、
わ

れ
わ

れ
の
恐
怖
に

訴
え

る
と

同
時

に
、
わ

れ
わ

れ
の

願
望

に
も

訴
え
る
も
の

で
あ

る
。
と

き
に

は
、
人
間

の
心

情
の

最
も

深
い
渇
仰
と

結
び

つ
い

て
、

そ
れ

に
満

足
を

あ
た

え
る

こ
と

も
あ
る
。

ま
た
、
人
間

の
理

性
が

、
こ

れ
は

で
き

そ
う

だ
、
こ
れ
は

あ
り

そ
う

だ
と

い
う
、
い
わ

ゆ
る

可
能

性
と

蓋
然
性
の
判

定
を

下
す

も
の

に
対

し
て
、
迷
信

は
、
そ
れ

に
は
っ
き
り

と
し

た
確

実
性

を
あ

た
え

て
く

れ
る

。
そ

れ
か

ら
ま
た
、

迷
信

は
、
人

間
の

想
像

が
と

か
く

そ
こ

に
足

を
と
ど
め
た

が
る

想
念

を
、
わ

れ
わ

れ
に

あ
た

え
て

く
れ

る
。
と
き
に

は
ま

た
、
道

徳
上

の
真

理
に

、
ひ

と
つ

の
新

し
い
裁
可
を

下
し

て
く

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

そ
う

か
と

思
う

と
ま
た
、

迷
信

の
み

が
満

た
し

う
る

欲
求
、
あ
る

い
は

、
迷
信
の
み

が
鎮

め
う

る
恐

怖
、

そ
れ

を
迷

信
は

生
み

だ
し

な
が
ら
、

し
ば

し
ば

、
人

間
の

幸
福

の
だ

い
じ

な
要

求
と

も
な
る
。

慰
藉

と
い

う
も

の
が

大
い

に
必

要
な

意
気

消
沈
の

と
き

と
か
、
心
に

屈
托

の
あ

る
と

き
な

ど
、
迷
信

の
も
つ
慰
藉

の
力

は
、
も

っ
と

も
大

き
く

感
じ

ら
れ

る
。
人
間
は
、
と

か
く

知
識

の
お

か
げ

を
こ

う
む

る
よ

り
も
、
妄
想
の
お
か

げ
を

こ
う

む
る

こ
と

が
多

い
も

の
だ
。
思
索

の
世
界
に
お

い
て
、
批
判

的
で

、
か

つ
破

壊
的

な
理

性
よ

り
も
、
つ
ね

あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
人
類
に
言
い
が
た
い
不
幸
を

生
み
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
傾
向
を
持
つ

も
の
も
非
常
に
多
い
。
迷
信
は
、
わ
れ
わ
れ
の
恐
怖
心
に

訴
え
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
希
望
に
も
訴
え
か
け
る
も
の

が
あ
る
。
往
々
に
し
て
、
心
の
奥
底
の
要
求
に
合
致
し
、

そ
れ
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
理
性
が
可
能
性
や
蓋

然
性
を
判
断
す
る
上
で
、
迷
信
が
か
え
っ
て
そ
の
真
偽
に

太
鼓
判
を
押
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
り
、
想
像
力
の

わ
き
出
る
泉
で
あ
っ
た
り
も
す
る
。
と
き
に
は
、
そ
れ
が
、

道
徳

的
真

理
に

新
し

い
判

断
を

下
す

と
き

も
あ

る
。

ま

た
、
迷
信
の
み
が
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
欲
求
、
迷
信
の

み
が
な
だ
め
う
る
恐
怖
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
迷
信
が
人

間
の

幸
福

に
な

く
て

は
な

ら
な

い
も

の
に

な
る

こ
と

も

多
い
。
元
気
を
な
く
し
た
と
か
、
困
難
に
陥
っ
た
と
か
、

人
が
一
番
慰
め
ら
れ
た
い

と
き
に
、
迷
信
は
そ
の
持
ち
前

の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
。
 

人
間
は
、
知
識
よ
り
も
幻
想
に
頼
る
存
在
な
の
だ
。
思

索
す
る
上
で
、
た
い
が
い
批
判
的
で
破
壊
的
な
理
性
よ
り

も
、
全
体
的
に
み
て
建
設
的
な
想
像
力
の
方
が
、
わ
れ
わ

れ
の
幸
福
に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間
が

本
当

に
困

っ
た

と
き

に
は

、
気

取
っ

た
哲

学
理

論
よ

り

も
、
粗
野
な
人
で
も
、
危
険
時
や
困
窮
時
に
思
わ
ず
胸
に

握
り
し
め
る
粗
末
な
お
守
り
や
、
貧
し
い
人
の
家
に
も
ご

加
護
を
注
ぎ
、
守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
御
神
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b
elie

ved 
to 

s
hed 

a 
ha
llow

ing 
and

 
pro

tec
ting 

i
nflu

ence
 
ov
er
 
the

 
p
oor

 
man

's
 
cot

tage,
 
ca
n 

b
esto

w 
a
 
mo
re 

real
 
co
nsol

atio
n 

i
n 

the
 

d
arke

st 
ho
ur 

o
f 
hum

an 
s
uffe

ring 
than

 
ca
n 
be 

a
ffor

ded 
b
y 

th
e 

gr
ande

st 
t
heor

ies 
of 

p
hilo

soph
y...

.No 
e
rror

 
can

 
be 

more
 
g
rave 

t
han 

t
o 
im
agin

e 
tha

t 
wh
en 

a 
crit

ical
 
sp
irit 

i
s 

abro
ad 

the 
p
leas

ant 
be
lief

s 
will 

al
l 

r
emai

n, 
and 

t
he 

pai
nful 

o
nes 

al
one 

wi
ll 

p
eris

h." 

に
建

設
的

な
想

像
の

力
の

方
が
、
わ
れ

わ
れ

の
幸
福
に
貢

献
す

る
と

こ
ろ

が
大

き
い

か
も

し
れ

な
い

の
で

あ
る
。
危

急
困

憊
の

際
に
、
野
蛮

人
が

そ
れ

ひ
と

つ
を

頼
み
に
、
胸

に
ひ

し
と

か
き

い
だ

く
あ

の
粗

末
な

守
り

札
と

か
、
あ
る

い
は
、
貧
し

き
も

の
が

自
分

の
あ

ば
ら

家
に

、
あ
ら
た
か

な
守

護
の

力
を

降
ら

し
て

く
れ

る
と

信
じ

て
い
る

神
の

御
像

と
か
、
そ
う

い
う

も
の

が
、
人
間

の
艱

苦
の
も
っ
と

も
暗

澹
た

る
と

き
に
、
哲
学

の
も

っ
と

も
堟

大
な
学
説
に

よ
っ

て
さ

ず
け

ら
れ

る
も

の
よ

り
も
、
か
え

っ
て
目
の
前

に
、
よ

り
強

力
な

、
よ

り
真

実
の

慰
藉

を
、
人
間
に
あ
た

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

あ
る
。
…
…

批
評

精
神
が
普
及

し
さ

え
す

れ
ば
、
そ
の

と
き

こ
そ

は
、
愉
し

い
信
仰
が
こ

と
ご

と
く

残
り
、
苦
し

み
の

多
い

信
仰

が
こ

と
ご
と
く
跡

を
絶

つ
、
な

ど
と

考
え

る
く

ら
い

、
謬

り
の

大
な
る
も
の

は
な

か
ろ

う
。」

 

像
の
絵
の
方
が
、
実
際
に
心
を
癒
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
。
批
評
精
神
が
広
ま
れ
ば
、
楽
し
げ
な
信
仰
が
す
べ
て

残
り

、
苦

痛
を

強
い

る
信

仰
は

こ
と

ご
と

く
消

え
失

せ

る
、
と
思
い
こ
む
の
は
浅
は
か
な
考
え
で
あ
る
」
 

第５段落
 

T
hat th

e cri
tica

l spi
rit of mode

rniz
ed J

apan 

i
s 

now
 

ind
irec

tly 
aidi

ng 
r
athe

r 
than 

o
ppos

ing
 
the

 
e
ffor

ts
 
of
 
for

eign
 
b
igotr

y 
t
o 

d
estr

oy 
t
he 

simp
le,

 
hap

py 
b
elie

fs 
of 

the 

p
eopl

e, 
and 

subs
titu

te 
tho

se 
c
ruel 

s
uper

stit
ions 

w
hich 

the 
W
est 

h
as 

l
ong 

i
ntel

lect
uall

y 
ou
tgro

wn―
the

 
fan

cies
 
of
 
an 

u
nfor

givi
ng 

God
 
and

 
an
 
ev
erla

stin
g
 
h
ell

―
is 

s
urel

y 
to 

be 
re
gret

ted.
 
Mor

e 
tha

n 
a 

hun
dred 

こ
ん

に
ち
、
近
代

日
本

の
批

評
精

神
が

、
こ

の
国
の
素
朴

に
し

て
幸

福
な

る
信

仰
を

破
壊

し
て

、
そ

れ
に
か

わ
る

に
、
す

で
に

西
欧

に
お

い
て

は
知

性
の

着
る

衣
料
と
し
て

は
廃

れ
物

に
な

っ
て

し
ま

っ
た
、
あ
の

残
忍

な
迷
信

―
―

宥
す

と
い

う
こ

と
の

絶
対

に
な

い
神

と
、
永

遠
の
地
獄
と

を
想

像
さ

せ
る

迷
信

―
―

を
ひ

ろ
め

よ
う

と
す

る
、
外
来

人
の

執
拗

な
努

力
に

反
対

す
る

ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
、
間

接
に

そ
れ

を
助

長
さ

せ
て

い
る

の
は
、
ま
こ

と
に
惜
し
む

べ
き

こ
と

で
あ

る
。

今
か

ら
百

六
十

年
あ

ま
り

も
前
に
、

ま
こ

と
に

残
念

な
こ

と
に

、
近

代
日

本
の

批
評

精
神

は
、
日
本
人
の
素
朴
で
幸
せ
な
信
仰
を
破
壊
し
、
そ
れ
に

代
え
て
、
西
洋
の
知
性
で
は
も
う
と
っ
く
に
廃
れ
て
し
ま

っ
た
、
あ
の
残
酷
な
迷
信
―
―
宥
さ
ぬ
神
と
、
永
遠
の
地

獄
と

を
心

に
抱

か
せ

よ
う

と
す

る
迷

信
―

―
を

広
め

よ

う
と
す
る
諸
外
国
の
執
拗
な
試
み
に
、
対
抗
す
る
ど
こ
ろ

か
、
間
接
的
に
加
担
し
て
い
る
。
今
か
ら
百
六
十
年
以
上

も
前
に
、
ケ
ン
ペ
ル
は
、
日
本
人
の
こ
と
を
こ
う
書
き
記

し
て
い
る
。
「
美
徳
の
実
践
、
汚
れ
な
き
生
活
、
信
仰
の
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a
nd 

sixt
y 

year
s 

a
go
 
Kae

mpfe
r 

w
rote

 
o
f 

the 

J
apan

ese:
 
"In

 
th
e 

p
ract

ice 
of 

virt
ue,

 
in 

p
urit

y 
of 

l
ife 

a
nd 

ou
twar

d 
dev

otio
n, 

t
hey 

f
ar 

o
utdo

 
the

 
Chr

isti
ans.

" 
An
d 
ex
cept

 
w
here 

n
ativ

e 
mora

ls 
hav

e 
suff

ered 
b
y 

for
eign 

c
onta

mina
tion

, 
a
s 

in
 
the

 
op
en
 
por

ts,
 
t
hese 

w
ords a

re tru
e of the J

apan
ese to

day. My o
wn 

c
onvi

ctio
n, 

and
 
th
at
 
of
 
man

y 
impa

rtial
 
an
d 

m
ore expe

rien
ced obse

rver
s of

 Jap
anes

e l
ife, 

i
s 

that 
Japa

n 
has 

n
othi

ng 
wha

teve
r 

to 
ga
in 

b
y 

con
vers

ion 
to 

C
hris

tian
ity,

 
ei
ther 

m
oral

ly o
r o

ther
wise

, bu
t v

ery much
 to

 l
ose.

 

ケ
ム

ペ
ル

は
日

本
に

つ
い

て
次

の
よ

う
に

書
い

て
い
る
。

｢
徳

行
の

実
践

と
、
生

活
の

純
潔

と
、
信

仰
上

の
儀
礼
と

い
う

点
で

は
、
日

本
は

、
は

る
か

に
キ

リ
ス

ト
教
諸
国
に

ま
さ

っ
て

い
る
」
と
。
こ
の

こ
と

ば
は

、
こ

ん
に
ち
、
日

本
内

地
の

各
地

の
開

港
場

に
お

け
る

よ
う

に
、
こ
の
国
固

有
の

風
儀

が
、
外

国
人

に
よ

っ
て

汚
さ

れ
て

い
る
よ
う
な

土
地

を
除

け
ば
、
現
在

の
日

本
に

つ
い

て
い

う
ば
あ
い
に

も
、
偽

り
な

き
真

実
の

こ
と

ば
で

あ
る
。
わ
た

く
し
自
身
、

多
数

の
公

平
に

し
て

且
つ

わ
た

く
し

な
ど

よ
り
も

さ
ら

に
経

験
の

深
い
、
日
本

人
の

生
活

の
観

察
者

の
確
信
す
る

ご
と

く
、
日

本
は

キ
リ

ス
ト

教
に

改
宗

す
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
道

徳
上

に
も

そ
の

他
の

点
に

お
い

て
も

、
得
る
と
こ

ろ
は

一
物

も
な

い
か

わ
り

に
、
失

う
こ

と
の

は
な
は
だ
多

い
と

い
う

こ
と

を
、

固
く

信
じ

て
疑

わ
ぬ

も
の

で
あ
る
。
 

儀
礼
に
お

い
て
、
日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
は
る
か
に

凌
い
で
い
る
」
と
。
開
港
都
市
の
よ
う
に
、
本
来
の
道
徳

律
が

外
国

人
に

よ
っ

て
は

な
は

だ
し

く
犯

さ
れ

て
い

る

地
を
除
け
ば
、
こ
の
言
葉
は
、
今
で
も
日
本
人
に
当
て
は

ま
る

と
い

え
る

。
日

本
が

キ
リ

ス
ト

教
に

改
宗

す
る

な

ら
、

道
徳

や
そ

の
ほ

か
の

面
で

得
る

も
の

は
何

も
な

い

が
、
失
う
も
の
は
多
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

公
平

に
日

本
を

観
察

し
て

き
た

多
く

の
見

識
者

の
声

で

あ
る
が
、
私
も
そ
う
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
 

第６段落
 

O
f th

e tw
enty

-sev
en s

ketc
hes comp

osin
g t

hese 

v
olum

es,
 
fou

r 
were 

o
rigi

nall
y 

purc
hased 

b
y 

v
ario

us 
n
ewsp

aper
 
sy
ndic

ates
, 

an
d 

r
eap

pear 

i
n a

 con
side

rabl
y al

tere
d f

orm,
 and

 si
x were 

p
ubli

shed
 
in 

t
he 

"At
lant

ic 
Mon

thly
" 

(1
891-

9
3). 

T
he 

r
emai

nder
, 
for

ming
 
the

 
bulk

 
of 

the 

w
ork,

 are
 new

. 

L
.H.

K
UMAM

OTO,
 KYU

SHU,
 JAP

AN, 
May,

 189
4. 

（
省

略
）
 

一
八

九
四

年
五

月
 

日
本
 
九

州
 
熊
本

に
て
 

ラ
フ

カ
デ

ィ
オ

・
ハ

ー
ン

（
省
略
）
 

一
八
九
四
年
五
月
 

日
本

 
九
州
 

熊
本
に
て
 

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
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